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「情報の科学」 の選択ではなく,必履修科目として 「情報 I」 が1本化され,さらにその









































タの分析」 が「数学 I」 の単元として必履修の内容となった。新学習指導要領では,「デー
タの分析」 に含まれていた相対度数は小学校へ,累積度数が中学校1年へ,箱ひげ図や
四分位数,四分位範囲などは中学校2年生の履修内容になることが公になっている。最
新の Microsoft Excel では,ようやくヒストグラムや箱ひげ図が描けるようになったよ
うであるが,四分位数の解釈の違いなどから,統計ソフトウェアなどの活用を行う学校






習指導要領では 「データサイエンス」 を扱うことになっているが,数学科の 「データの
分析」 とは何が異なるのだろうか。現在公開されている内容では,「情報 I」 でデータの
活用について学び,「情報 \mathrm{I}\mathrm{I} 」 でデータサイエンスについての内容が学ばれることになっ
ている。ビッグデータ,IoT(Internet of Things), 人工知能 (\mathrm{A}\mathrm{I}) などがキーワードとな
る時代であり,情報化が進むことによって必要とされる科目であることから,数学とは
異なり,理論だけではなく,実際にデータを活用できる技術を ICTやネットワーク,プ


























とによってアプローチを行った。教材は,Hadley Wickham,Garrett Grolemund の 「 \mathrm{R}
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4. 最適化関数 opt を使い,回帰直線を求める。(右下図)
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